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 パキスタン・地震リスクマネジメント国際会議が開催、

ADRC も参加・発表 
 
 2007年4月28日から30日にかけて、パキスタン地震復旧・
復興局主催による「地震リスクマネジメント国際会議」が、
同国の首都イスラマバードで開催されました。 
会議には、パキスタン地震

復旧・復興局（ERRA）、ネパ
ール地震関連NGOのNSET、国
連国際防災戦略事務局
（UN/ISDR）、パキスタン国
家災害管理局（NDMA）、国連
開発計画（UNDP）およびイン
ド、インドネシア、イラン、
日本、メキシコ、フィリピン、トルコ、アメリカ他から約150
名の防災関係者が参加しました。日本からは、防災科学技術
研究所の亀田弘行客員研究員および箕輪親宏参事、安藤尚一
国連地域開発センター（UNCRD）防災計画兵庫事務所所長、岡
崎健二政策研究大学院大学教授、今井弘建築研究所国際協力
審議役付研究支援員、白鳥隆昭アジア防災センター（ADRC）
主任研究員の計6名が参加しました。 
初日は開会式に続き全体会合が開かれ、「2005年10月8日

に発生した大地震と危機管理戦略」、「緊急対応、救援およ
び早期復旧」、「より良い復興」の 3 テーマについて議論が
交わされました。 

二日目は、「地震からの
復興および準備に関する
国際的経験」と題した全体
会合の後、二会場に分かれ
て発表が行われました。第
一会場では、「より良い復
興～耐震住宅の再建」、「地
震リスクマネジメントに
向けた経験の共有および

ネットワーク化」について、第二会場では、「より良い復興
～社会的保護、学校安全計画を通じた安全なコミュニティ作
り、その他のコミュニティ中心としたイニシアティブ」等に
ついての発表があり、それぞれ活発な質疑応答が繰り広げら
れました。 
 ADRCの白鳥主任研究員は、「耐震補強の背景および実施例」
と題して日本の実際の耐震診断および耐震補強例についての
発表を行い、参加者は興味を持って熱心に聴講していました。   
閉会式では、亀田氏が会議サマリーを代読し、アジーズパ

キスタン首相より閉会の辞が述べられ会議が締めくくられま
した。 
最終日は、軍のヘリコプターでムザファラバードなどを視

察し、地震後の復旧状態（学校、再建住宅、病院等）につい
て学びました。 
この件についてのお問い合わせは、白鳥主任研究員

（shiratori@adrc.or.jp）までお願いします。 

 

 JICA セミナー「南東欧地域防災対策コース」を実施 
 
 ADRCは、国際協力機構(JICA)兵庫と協力し、｢2007年度JICA
南東欧地域防災対策コース｣を 2007 年 7 月 30 日から8月 10
日までの12日間にわたり実施しました。2006年度に引き続き
実施したもので、今回は第2回目の研修となりました。 
 本セミナーの対象国は、アルバニア、ボスニア・ヘルツェ
ゴビナ、クロアチア、セルビアの 4 カ国で、防災担当行政職
員である5名が参加しました。 
 当セミナーは、日本の防災体制をモデルケースとして学ぶ
ことにより、自然災害による被害の軽減を目的に、(1)災害の
基本概念、(2)日本政府による防災対策、(3)地方自治体によ
る防災対策、(4)コミュニティレベルでの防災対策、(5)災害
別対策事例、(6)国際防災協力、(7)テーマ別防災対策を取り
入れました。 
 研修員は、まず自国の防
災事情をカントリーレポー
トとして発表した後、関係
省庁や防災機関を訪問し、
防災に関する取組について
包括的に学びました。日本
政府による防災対策につい
ては、内閣府、気象庁を訪
問し、日本の災害対策の概
要や災害時の緊急対応、気象業務について講義を受けました。
また地方自治体の防災対策については、神戸市危機管理室、
阪神・淡路大震災記念 人と防災未来センターを訪問し、1995
年の阪神・淡路大震災から得た貴重な教訓とその後の復興対
策について説明を受け、活発な質疑応答が交わされました。
また前年度と同様に、富士常葉大学小川雄二郎学部長の指導
の下、コミュニティレベルでの防災意識啓発に有効なタウン
ウオッチング手法について学びました。 
 各研修員は、日本で得た知識や経験を、自国の防災力強化
に役立てることが期待されています。 
 ADRC では、今後ともこのような人材育成プログラムを通じ
て、国際防災協力に貢献していきます。今回の研修の実施に
あたり、訪問・研修を受け入れていただいた関係諸機関の方々
に厚くお礼申し上げますとともに、今後ともご支援とご協力
を賜りますようお願い申し上げます。 
この件についてのお問い合わせは、中野主任研究員

(nakano@adrc.or.jp)までお願いします。 


